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第5回日本ボツリヌス治療学会学術大会
患者視点の治療戦略

プログラム
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教育講演1
9月21日（金）10：00～11：00　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

リハビリテーション分野におけるボツリヌス治療
［座長］安保　雅博　東京慈恵会医科大学　リハビリテーション医学講座
［演者］三原　雅史　川崎医科大学　神経内科
　

一般口演１　
〔眼科領域〕

9月21日（金）10：00～11：00　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］三村　治　兵庫医科大学　神経眼科治療学

O1-1　 眼瞼痙攣患者の転倒事故状況および生活不自由度の検討
山上　明子　井上眼科病院

O1-2　 斜視に対するA型ボツリヌス毒素注射療法の現況
̶133例224回の注射から̶
三村　治　兵庫医科大学　神経眼科治療学

O1-3　 家兎外眼筋へのボツリヌス毒素注射が角膜知覚神経へ与える影響
中澤　祐則　北里大学　眼科 

O1-4　 甲状腺眼症の斜視に対するボツリヌス注射
神前　あい　オリンピア眼科病院

O1-5　 下斜筋にA型ボツリヌス毒素注射を行った外傷性滑車神経麻痺の一例
宇井　牧子　横浜労災病院　眼科

O1-6　 眼瞼痙攣に対するボツリヌス治療時の前処置による疼痛抑制効果の比較検討
清水　有紀子　ツカザキ病院　眼科

　

教育講演２
9月21日（金）11：00～12：00　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

脳性麻痺に対するボツリヌス治療
［座長］志村　司　広島県立障害者リハビリテーションセンター
［演者］柴田　徹　森之宮病院　小児整形外科
　

シンポジウム１
〔ボツリヌス治療の手技・工夫〕

9月21日（金）11：00～11：55　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］林　明人　順天堂大学医学部附属浦安病院　リハビリテーション科
順天堂大学　脳神経内科
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S1-1　 ボツリヌス治療の手技・工夫　̶眼瞼痙攣・顔面痙攣̶ 
木村　亜紀子　兵庫医科大学　眼科学講座

S1-2　 不随意運動誘発領域評価法による痙性斜頸の治療 
松本　真一　大阪脳神経外科病院　神経内科

S1-3　 四肢痙縮
梶　龍兒　徳島大学大学院　医歯薬学研究部臨床神経科学分野

　
シンポジウム2
〔痙性斜頸に対するボツリヌス治療〕

9月21日（金）13：20～14：30　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

［座長］中島　健二　独立行政法人　国立病院機構松江医療センター
目崎　高広　医療法人凰林会　榊原白鳳病院　神経内科

S2-1　 痙性斜頸に合併する頭頸部不随意運動
大澤　美貴雄　東京クリニックボツリヌス神経治療センター

S2-2　 痙性斜頸ボツリヌス治療の寛解率 
坂本　崇　国立精神・神経医療研究センター病院神経内科

S2-3　 痙性斜頸に対するボツリヌス治療：後頭筋群の関与
林　明人　順天堂大学医学部附属浦安病院　リハビリテーション科

順天堂大学医学部　脳神経内科

S2-4　 モグラ叩き現象などの問題点と治療の進め方
中村　雄作　近畿大学医学部　地域医療連携学総合講座（脳神経内科部門）

和泉市立総合医療センター　脳神経内科

　
一般口演２
〔リハビリテーション 歩行〕

9月21日（金）13：20～14：20　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］川手　信行　昭和大学医学部　リハビリテーション医学講座

O2-1　 ボツリヌスA型毒素施注前後における1歩行周期中の足関節角度と遊
脚期足関節背屈角速度の変化について
～脳性まひ児の尖足歩行に対して～
前田　伸也　佐賀整肢学園こども発達医療センター　リハビリテーション部

O2-2　 三次元動作解析を用いたボツリヌスの複数回投与による効果判定
高橋　由香利　近森リハビリテーション病院　理学療法科

O2-3　 痙性片麻痺患者における歩行時の足底圧中心軌跡の検討
進藤　竜太　藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院　リハビリテーション部 
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O2-4　 BHA後に右下肢痙縮が出現し歩行困難となった脳梗塞後遺症患者
に対しボツリヌス治療を行った1自験例 
黒須　昭博　順天堂大学練馬病院　リハビリテーション科

O2-5　 痙性片麻痺患者に対するA型ボツリヌス毒素注射前後の歩行解析
̶歩行速度改善に関連する因子の検討̶ 
青柳　陽一郎　藤田保健衛生大学医学部　リハビリテーション医学Ⅰ講座 

O2-6　ボツリヌス療法と認知運動課題の併用によって歩容の改善が得られた
慢性期右片麻痺症例 
佐々木　克尚　愛宕病院　リハビリテーション部

　

一般口演3
〔運動異常症・合併症〕

9月21日（金）14：25～15：45　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］中村　雄作　近畿大学医学部地域医療連携学総合講座（脳神経内科部門）

O3-1　重度遷延性意識障害者の維持期患者にBoNT/Aを実施し機能回復
を認めた症例
君浦　隆ノ介　社会医療法人ささき会　藍の都脳神経外科病院　リハビリテーション部

社会医療法人ささき会　藍の都脳神経外科病院　国際痙縮治療センター

O3-2　 ボツリヌス毒素Aが有効であったpainful legs and moving toes syndromeの2例
井上　雄吉　富山県リハビリテーション病院・こども支援センター　神経内科

O3-3　 短趾屈筋へのボツリヌス治療が有効であった下肢痙縮様不随意運動の検討
松本　真一　大阪脳神経外科病院　神経内科

O3-4　アテトーゼか痙縮か？ボツリヌス療法の適応
森　仁　倉敷中央病院　脳神経内科

O3-5　 顎関節症とブラキシズムに対するボツリヌス療法 
古畑　梓　医療法人社団梓会　古畑歯科医院　古畑いびき睡眠呼吸障害研究所

日本歯科大学　生命歯学部内科学講座

O3-6　ボツリヌス療法が有効であったアイザックス症候群の1例
足立　芳樹　国立病院機構松江医療センター　神経内科

O3-7　脳血管障害に伴う足趾不随意運動に対してボツリヌス毒素治療が有
効であった1例
瀧川　洋史　鳥取大学医学部　脳神経医科学講座脳神経内科学分野

O3-8　医原性ボツリヌス毒素中毒の１症例
竹川　徹　東京逓信病院　リハビリテーション科
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シンポジウム３
〔患者視点の治療戦略①　最前線でのボツリヌス治療〕

9月21日（金）14：35～16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

［座長］大澤　美貴雄　東京クリニック　ボツリヌス神経治療センター
正門　由久　　東海大学医学部専門診療学系リハビリテーション科学

S3-1　 地域医療におけるボツリヌス治療　̶診療所の役割について̶
伊藤　守　いとうまもる診療所　脳神経外科

S3-2　ボツリヌス治療の費用対効果
梶　龍兒　徳島大学大学院　医歯薬学研究部臨床神経科学分野

S3-3　 地域リハビリテーションにおける痙縮治療戦略の課題③
～患者・家族会からの提言をふまえて～
室谷　嘉一　東北医科薬科大学医学部　卒後研修センター

S3-4　 患者視点の治療戦略①
現場からみたボツリヌス治療　～療法士の立場から～
君浦　隆ノ介　社会医療法人ささき会　藍の都脳神経外科病院　国際痙縮治療センター　リハビリテーション部

特別講演　 患者からみたボツリヌス治療
古川　要治　大樹の会

　

一般口演４
〔脳神経外科・小児科〕

9月21日（金）15：50～16：50　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］根津　敦夫　横浜医療福祉センター港南　神経内科

O4-1　 二分脊椎の下肢麻痺にA型ボツリヌストキシン治療が有効だった1例
水野　稚香　宮城県立こども病院　整形外科

O4-2　 沖縄県立こども医療センターにおけるボツリヌス多数回施注症例の検討
安里　隆　沖縄県立こども医療センター

O4-3　 過緊張のためるい痩となり、ボツリヌス（BTX）療法を行ったDRPLAの女児例
廣恒　実加　大阪大学　医学系研究科小児科学/森之宮病院　小児神経科

O4-4　ボツリヌス治療と脊髄刺激療法による神経障害性疼痛の治療経験
竹下　真一郎　県立広島病院　脳神経外科・脳血管内治療科

O4-5　ボツリヌス療法とバクロフェン髄腔内投与療法
竹林　成典　名古屋セントラル病院　脳神経外科 

O4-6　 髄腔内バクロフェン療法とボツリヌス治療のハイブリッド痙縮治療により、
機能回復および日常生活動作制限に大幅な改善を認めた症例
唐渡　弘起　社会医療法人ささき会　藍の都脳神経外科病院　リハビリテーション部



̶　6　̶

シンポジウム４
〔患者視点の治療戦略②　各診療科からみたボツリヌス治療〕

9月21日（金）16：05～18：00　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

［座長］有村　公良　医療法人三州会　大勝病院　神経内科
梶　龍兒　徳島大学大学院　医歯薬学研究部臨床神経科学分野

S4-1　 眼科における患者視点のボツリヌス治療戦略
清澤　源弘　清澤眼科医院

S4-2　 小児科領域におけるボツリヌス治療
下野　九理子　大阪大学大学院　連合小児発達学研究科

S4-3　 Pantothenate kinase-associated neurodegeneration（PKAN）に対
する脳神経外科的対症療法の介入
落合　卓　おちあい脳クリニック

S4-4　 精神科領域におけるボツリヌス治療の可能性
林　眞弘　医療法人社団　浅ノ川　桜ケ丘病院　神経科・精神科

医療法人社団　浅ノ川　桜ケ丘病院　リハビリテーション部

S4-5　 痙縮に対する整形外科治療のなかでのA型ボツリヌス毒素治療の役
割の検討
志村　司　広島県立障害者リハビリテーションセンター

S4-6　 当科におけるボツリヌス治療の体制と使用経験
小仲　邦　大阪大学医学部附属病院　神経内科・脳卒中科

S4-7　リハビリテーション科における患者視点の治療戦略
蜂須賀　明子　産業医科大学医学部　リハビリテーション医学講座

産業医科大学若松病院　リハビリテーション科
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一般口演５
〔リハビリテーション〕

9月22日（土）10：00～10：50　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］高橋　正紀　大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻機能診断科学講座臨床神経生理学

O5-1　 地域に向けた痙縮セミナー開催の意義とこれからの課題
～参加者のアンケート結果から～
髙橋　忠志　東京都保健医療公社　荏原病院　リハビリテーション科

O5-2　 前腕筋へのボツリヌス毒素施注にあたり療法士によるエコーを用いた
施注ガイドの方法
北村　瑠玲　社会医療法人榮昌会　吉田病院附属脳血管研究所　リハビリテーション部 

O5-3　 ボツリヌス毒素療法が片麻痺歩行における麻痺肢筋活動に及ぼす影響
DORJRAVDAN MUNKHDELGER　関西医科大学大学院　医学研究科

O5-5　 当院におけるボツリヌス治療リハビリテーションマニュアルの紹介
常川　幸生　広島市医師会運営･安芸市民病院　リハビリテーション科

O5-6　 成人脳性麻痺患者におけるボツリヌス治療と併用して行う運動療法の内容について
五十嵐　祐介　東京慈恵会医科大学附属病院　リハビリテーション科

　

シンポジウム5
〔生活期リハビリテーションとして展開する患者視点の治療戦略〕
［共催］CORABOSS（市中在住脳卒中者への装具ボツリヌス併用運動療法研究会）

9月22日（土）11：00～12：00　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］中馬　孝容　滋賀県立総合病院リハビリテーション科

S5-1　 在宅領域においてのボツリヌス療法の現状と課題
～セラピストの立場からの提言～
本田　貴信　すう整形外科

S5-2　 生活期リハビリテーションとして展開する患者視点の治療戦略
宮内　博之　株式会社　佐々木義肢製作所

S5-3　 生活期リハビリテーションとして展開する患者視点の治療戦略
菊地　尚久　千葉県千葉リハビリテーションセンター

　

副会長講演
9月22日（土）13：35～14：05　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

脳神経外科におけるボツリヌス治療の重要性
［座長］吉峰　俊樹　大阪大学国際医工情報センター
［演者］貴島　晴彦　大阪大学大学院　医学系研究科脳神経外科
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シンポジウム６
〔専門的なボツリヌス治療〕

9月22日（土）14：10～15：50　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

［座長］才藤　栄一　藤田保健衛生大学医学部　リハビリテーション医学Ⅰ講座
根本　裕次　日本医科大学　眼科

S6-1　 痙攣性発声障害に対するボツリヌス治療の役割と適応承認取得への歩み
兵頭　政光　高知大学医学部　耳鼻咽喉科

S6-2　 泌尿器科領域におけるボツリヌストキシン注入療法
井川　靖彦　東京大学大学院　医学系研究科コンチネンス医学講座

S6-3　 全身性強皮症に伴うレイノー現象・手指潰瘍に対するボツリヌス毒素局
所注入療法
茂木　精一郎　群馬大学大学院　医学系研究科皮膚科

S6-4　 手掌多汗症に対するA型ボツリヌス毒素局注療法における注射時の疼
痛緩和について
大嶋　雄一郎　愛知医科大学　皮膚科

S6-5　 斜視に対するボツリヌス治療
根岸　貴志　順天堂大学　眼科学教室

S6-6　 反復性顎関節脱臼に対するボツリヌス治療
吉田　和也　独立行政法人国立病院機構　京都医療センター　歯科口腔外科

 　

一般口演６
〔リハビリテーション 症例〕

9月22日（土）14：10～15：20　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

［座長］木村　彰男　医療法人社団アール・アンド・オー　駿府の杜クリニック

O6-1　 発症から30年経過した脳卒中後上肢麻痺に対するボツリヌス療法、外
科治療、NEURO併用の実践報告
坂本　大悟　東京慈恵会医科大学附属病院　リハビリテーション科 

O6-2　ボツリヌス療法とNEUROを併用し母指対立運動に改善を認めた症例
田口　健介　東京慈恵会医科大学附属病院　リハビリテーション科 

O6-3　 生活期で関わる療法士とのボツリヌス療法連携により立位・歩行の改善
が得られた一症例
栗田　慎也　東京都保健医療公社　荏原病院　リハビリテーション科

O6-4　 回復期脳卒中後痙縮患者へボツリヌス療法と装具療法を併用した一症例
土居　正明　社会医療法人ささき会　藍の都脳神経外科病院　リハビリテーション部 
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O6-5　 慢性期上肢痙縮患者へのボツリヌス療法後のリハビリにより手指機能
職務作業の改善が認められた一例
大森　紅己子　イムス札幌内科リハビリテーション病院

O6-6　 ボツリヌス治療後に三次元動作解析装置を用いた歩行分析を行い可
動域変化を認めた一症例
栗原　まり　佐賀整肢学園こども発達医療センター　リハビリテーション部

O6-7　 足趾痙縮筋のボツリヌス治療により内側足底神経の圧迫が解除された一症例
阿部　理奈　宮城厚生協会坂総合病院　リハビリテーション科

　

ハンズオンセミナー1
〔痙縮〕

9月22日（土）14：10～15：40　　　　　　　　　　　　　　　　　第3会場　六甲

［世話人］有村　公良　医療法人三州会　大勝病院　神経内科
［講　師］藤原　俊之　順天堂大学大学院　医学研究科リハビリテーション医学

古川　俊明　東海大学医学部付属八王子病院　リハビリテーション科
　

ハンズオンセミナー2
〔痙性斜頸〕

9月22日（土）14：10～15：40　　　　　　　　　　　　　　　　　第4会場　穂高

［世話人］林　　明人　順天堂大学医学部附属浦安病院　リハビリテーション科
［講　師］内藤　　寛　伊勢赤十字病院　脳神経内科

村瀬　永子　国立病院機構奈良医療センター　不随意運動疾患センター
　

ハンズオンセミナー3
〔脳性麻痺〕

9月22日（土）14：10～15：40　　　　　　　　　　　　　　　　　第4会場　穂高

［世話人］柴田　　徹　森之宮病院　小児整形外科
［講　師］中寺　尚志　西部島根医療福祉センター

水野　稚香　宮城県立こども病院　整形外科
　

教育講演3
9月22日（土）15：55～16：55　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

ボツリヌス治療　Update 2018
［座長］小崎　俊司　大阪府立大学
［演者］目崎　高広　医療法人凰林会　榊原白鳳病院　神経内科
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ランチョンセミナー1
9月21日（金）12：10～13：10　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

在宅におけるボツリヌス療法を用いた痙縮治療の実際
［座長］安保　雅博　東京慈恵会医科大学　リハビリテーション医学講座
［演者］神山　一行　医療法人社団神星会　港北ニュータウン診療所
［共催］グラクソ・スミスクライン株式会社
　　

ランチョンセミナー2
9月21日（金）12：10～13：10　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

筋電図でここまで分かる！
ボツリヌス製剤の治療効果を高めるために
～B型ボツリヌス製剤の使用ポイントを含めて
［座長］貴島　晴彦　　大阪大学大学院医学系研究科　脳神経外科
［演者］大澤　美貴雄　東京クリニック　ボツリヌス神経治療センター
［共催］エーザイ株式会社
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モーニングレクチャー
〔外科治療との併用〕

9月22日（土）10：00～12：00　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

［座長］落合　達宏　宮城県立こども病院　整形外科
貴島　晴彦　大阪大学大学院医学系研究科　脳神経外科

ML-1　 眼瞼痙攣・顔面痙攣と眼形成外科手術
根本　裕次　日本医科大学　眼科

ML-2　 痙縮に対する治療戦略
̶ITB治療・神経縮小術・ボツリヌス治療の共存̶
内山　卓也　近畿大学医学部　脳神経外科

ML-3　ジストニアに対する外科治療の有効性とその位置づけ
̶ボツリヌス療法との併用の経験も含めて̶
圓尾　知之　大手前病院　脳神経外科

大阪大学大学院医学系研究科　脳神経外科学

ML-4　 整形外科におけるボツリヌストキシンと外科治療との併用
落合　達宏　宮城県立こども病院　整形外科

ML-5　 斜視手術とボツリヌス毒素療法の併用
森本　壮　大阪大学大学院　医学系研究科感覚機能形成学

ML-6　 片側顔面けいれんに対するボツリヌス治療の位置付け
貴島　晴彦　大阪大学大学院　医学系研究科脳神経外科

［共催］第一三共株式会社
　　

ランチョンセミナー3
9月22日（土）12：10～13：10　　　　　　　　　　　　　　　　　第1会場　淀・信濃

痙縮に対するボツリヌス治療　̶継続治療による効果̶
［座長］長谷　公隆　関西医科大学　リハビリテーション科
［演者］原　寛美　桔 ヶ原病院　高次脳機能リハビリテーションセンター　リハビリテーション科
［共催］グラクソ・スミスクライン株式会社
　

ランチョンセミナー4
9月22日（土）12：10～13：10　　　　　　　　　　　　　　　　　第2会場　木曽

美容医療におけるボツリヌス治療の現状について
［座長］目崎　高広　医療法人凰林会　榊原白鳳病院　神経内科
［演者］古山　登隆　自由が丘クリニック
［共催］アラガン・ジャパン株式会社




